
市役所のレイアウトが変わります

高知を代表する郷土料理「皿鉢料理」をはじめ、
生け造りや中華・西洋料理を一堂に展示します。
ことしのテーマは「食の祭典 よろこびとともに」。
職人たちが丹精込めて作り上げた作品の繊細さと
ダイナミックさを感じてみませんか。

編集室がピックアップした旬な話題をお届け！
詳しくは各ホームページをご覧ください。
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Pick Up

食の祭典　第 57 回南国土佐皿
さ わ ち

鉢祭
まつり02

日時 3月2日㈰ 10 時〜 16 時

場所 大橋通り商店街、ひろめ市場前広場

【問い合わせ先】南国土佐皿鉢まつり実施運営委員会☎ 823-4016

【問い合わせ先】行政改革推進課☎ 823-9071
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スポーツ振興課 たかじょう庁舎 5 階 本庁舎 3 階

部署名 現在の所在

農業委員会 たかじょう庁舎 5 階 第二庁舎 2 階

観光魅力創造課 本庁舎 3 階

地域活性推進課 本庁舎 3 階
（4 月 1 日㈫から移住・定住促進課へ改称）

くらし・交通安全課 たかじょう庁舎 2 階

観光企画課 第二庁舎 2 階 本庁舎 3 階

人権同和・男女共同参画課 本庁舎 3 階 たかじょう庁舎 5 階

令和 7 年度の機構改革に伴い、市役所のレイアウトが変わります。移転する部署は次のとおりです。
３月 24 日㈪以降、移転後の所在で業務を開始します。なお、各課の電話番号・FAX 番号に変更はありません。

変更後の所在

第二庁舎 2 階

本庁舎 3 階

本庁舎 4 階

交通戦略課 本庁舎 3 階 本庁舎 4 階

観光、移住、介護、子育て等の各種情報のほか、市長定例記者会
見や窓口での書類の書き方、市役所のお仕事紹介など、動画で見
てよく分かる情報が盛りだくさん。ぜひチャンネル登録をお願い
します！

YouTube
高知市公式チャンネル

アクセスはこちら▶

高知市の人口と世帯 令和7年2月1日現在 

人口(前月比）▶ 31万1,802人（-426人）

16万3,718世帯（-156世帯）
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高知市の SNS

くらしの中の SDGs / 歴史万華鏡P8 コラム

P4 特　集 子どもたちが主役のまちづくり
こうちこどもファンド

健康ひろば / 今月のプレゼントP18 お知らせ

P20 写真・コラム おおきくなーれ / 市長コラム 新風洋々

もくじ /CONTENTS

インタビュー 　 おらんくの元気人！P2 コラム

男 14万5,955人（-222人）
女 16万5,847人（-204人）

増加
死亡513人　転出等570人減少

世帯(前月比）▶

増加
減少 転出312世帯　その他345世帯

転入346世帯　その他155世帯

今月の Pick UpP3 お知らせ
市役所のレイアウトが変わります

撮りだちトピックス / 市役所の推しゴト！P9 写 真

P10 お知らせ INFORMATION 狂犬病予防注射のご案内

情報掲示板P11 お知らせ
おまちぐるっと Wi-Fi スタート　ほか

あなたの子育てを応援し隊P6 お知らせ
スポーツ教室 / 子育てコラム　ほか

こうちこどもファンドの助成を受
けて活動している子どもたちや、
こども審査員として活躍する姿
を集めました。詳しくは 4・5 ペー
ジをチェック！

D A T E ■令和 6 年度
PLACE ■高知市内

出生145人　転入等512人
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命に寄り添う作品たち
！

のおらんく
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　「いろいろな理由で病院にいる、そ
れぞれの立場の患者さんにそっと寄
り添うような作品にしたい」と、作
品に込める思いを優しい笑顔で語っ
てくれたのはイラストレーターの小
笠原まきさん。
　絵を描く仕事に興味を持ち始めた
のは中学時代。きっかけは、小笠原
さんが描いた絵を見た先生から「絵
を描く仕事をしてみたら」と声をか
けられたことでした。
　美術短大卒業後、市内で美術教室
の講師として勤め、次第にイラスト
レーターとして評価されていきます。
そして、2005 年に高知医療センター
の依頼で院内アートを手がけたこと
で、病院内にアートを生み出す「ホ

スピタルアーティスト」としての道
を歩み始めました。
　優しいタッチで、まるで絵本の世
界に住んでいるような気持ちにさせ
てくれる小笠原さんの作品は、病院
という空間を全く違う世界にしてく
れます。「絵のおかげで元気が出た」

「助けられた」という声を聞くと、う
れしさとやりがいを感じるそうです。
　究極の目標は、「作品を見たら病気
が治った」と言ってもらうこと。そ
んな小笠原さんの作品は、今日も人々
にそっと寄り添い続
けます。
▶通路の壁全面が作品に
なっている、2月下旬にオー
プンした高知大学医学部附
属病院新病棟の小児病棟

高知市在住。イラストレーター、ホスピタルアーティストとし
て活動。現在の活動の大半はホスピタルアート。毎年、テーマ
を決めて制作するオリジナルカレンダーも好評。

prof ile 小笠原　まき Ogasawara　Maki （56）


